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つばめは あたたかい みなみの くにへ いくとちゅう、なかまと はぐれて しまったのです。
「きょうは、ここで やすもう。」
つばめが ひとやすみ していると、つめたい しずくが ぽつり… ぽつり…と おちてきました。
それは なんと おうじの サファイアの めから おちてくる なみだでした。

てんごくの かみさまは てんしに いいました。
「あの まちで いちばん うつくしく、 いちばん とうといものを ここに もって きなさい。」
てんしたちは、 まちへ おりてくると おうじの なまりの しんぞうと、 つばめの なきがらを 
もって いきました。

ある あきの よる、いちわの つばめが とんできました。
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しんぱいに なった つばめは ききました。
「あなたは なぜ、ないて いるのですか。」
ふしぎそうに たずねる つばめに おうじは いいました。

ふたつに われた なまりの しんぞうは、 
しんでいた つばめと いっしょに くさむらに すてられて しまいました。

「しあわせな おうじ、 そして ちいさな つばめよ。
 この てんごくの にわで いつまでも いっしょに くらすがよい。」
かみさまは、 おうじと つばめに あらたな いのちを あたえました。
こうして、 おうじと つばめは てんごくで いつまでも しあわせに くらしました。

あるまちの ひろばに、おうじの ぞうが たって いました。
おうじの からだは、きらきら ひかる きんぱくで おおわれて いました。
めには あおい サファイア、けんには まっかな ルビーが ひかって いました。
まちの みんなは このぞうを ほこりに おもい 「しあわせなおうじ」 と よんでいました。

「よく えらんできた。」かみさまは てんしたちを ほめました。「よく えらんできた。」かみさまは てんしたちを ほめました。
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そうして、 おうじは いいました。
「あの まちの はずれにある いえを みてごらん。
 こどもが びょうきなのに、くすりを かう おかねも ないんだ。つばめくん、 おねがいだ。
 わたしの けんの ルビーを とって、 あの いえに とどけて くれないか。」

そして ある ゆきのひ、 
「おうじさま、 ぼくは あなたの おやくに たてて よかった。ぼくは ほんとうに しあわせ でした。
 このまま あなたの おそばで ねむらせて もらいます。ありがとう…」
そういうと、 つばめは おうじの あしもとで うごかなくなりました。

「わたしは いきている あいだ、 ないたことが なかったんだよ。
 まいにち おしろの なかで、 たのしいことだけして くらしていた からだ。
ところが、 しんだあと きんのぞうに なって、 こうして まいにち まちの ひとたちを みてみると、
いろんなものが よく みえるんだ。」

おうじの ぞうは こわされることに なり、 こうじょうに もって いかれて とかされました。
ところが なまりの しんぞうだけは、 どんなに あついひで もやしても とけませんでした。
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「ときがたち、 まちは すっかり ふゆに なりました。
あれほど うつくしく かがやいていた おうじの きんは ぜんぶ なくなり、 
すっかり みすぼらしくなって しまいました。

つばめは ルビーを くわえると、 その いえまで とんでいきました。
そして、 つかれて うとうとしている おかあさんの そばに そっと ルビーを おきました。
「きっと このルビーで くすりを かえるだろう。」
そう かんがえると、 つばめは あたたかい きもちに なりました。

おうじの なまりの しんぞうは、 かなしみの あまり パリンと ふたつに われて しまいました。
つぎのあさ、 まちの ひとたちは おうじの ぞうが すっかり きたなく なっていることに 
きづきました。

「このまちには まずしくて くるしんでいる ひとたちが たくさん いることが わかった。
 わたしの しんぞうは なまりで できているけれど、 こまっている ひとたちを みると、
 なみだが でてくるんだ。」

つばめは いちにちじゅう そらを とんで 
もう くたくたでしたが、 
しかたなく おねがいを きくことに しました。

つばめは いちにちじゅう そらを とんで 
もう くたくたでしたが、 
しかたなく おねがいを きくことに しました。
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つばめは かきかけの かみの うえに そっと サファイアを おきました。
やがて、 サファイアに きづいた わかものは びっくりして よろこびました。
「なんて みごとな ほうせきだ。きっと かみさまが くださったのだろう！」

つばめは、 むねが いっぱいで なにも いえなくなりました。
そして、なみだを ながしながら サファイアを くわえ おんなのこの もとへ はこびました。
とつぜん そらから おちてきた ほうせきに、 おんなのこは びっくりして、めを かがやかせました。
「きっと かみさまが くださったのだわ。」

つぎのひ、 つばめは おうじに いいました。
「ぼくは、 これから みなみの くにへ しゅっぱつします。どうか、 おげんきで。」 
ところが、 おうじは いいました。
「つばめくん、 もういちど わたしの たのみを きいて もらえないだろうか。」

おうじは つばめに いいました。
「わたしの からだに はってある きんを はがして、 まずしい ひとびとに とどけて おくれ。」
つばめは、 くちばしを きずつけながら いちまい、 また いちまいと きんを はがしつづけました。

つばめは、 おうじの めから サファイアを とり、 
わかものの いえへ とんでいきました。
わかものは、 いっしょうけんめい おはなしを かいていて、 
つばめが やってきたことに きがつきません。

つばめは、 おうじの めから サファイアを とり、 
わかものの いえへ とんでいきました。
わかものは、 いっしょうけんめい おはなしを かいていて、 
つばめが やってきたことに きがつきません。

それからは、 つばめは まちを とびまわり、 
こまっている ひと、 かなしんでいる ひとを みつけると、 
おうじに はなしました。

それからは、 つばめは まちを とびまわり、 
こまっている ひと、 かなしんでいる ひとを みつけると、 
おうじに はなしました。
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 「そんなことを したら あなたは なにも みえなく なってしまいますよ。」
つばめは おうじを しんぱい しましたが、 おうじは やさしく いいました。
「だいじょうぶ だから、 わたしの いうとおりに しておくれ。」

ところが おうじは、
「つばめくん、 ちょっと まって ください。
 さいごに もういちど わたしの たのみを きいて くれないか。」と たのみました。
「とんでもないです。 これいじょう ここにいたら、ぼくは こごえて しんでしまいます。」

すると、 つばめは しずかに いいました。
「ぼくは もう どこにも いきません。 あなたは もう めが みえないのですから、
これからは ぼくが めの かわりに なります。」

「おうじさまの めを？」
つばめは おどろきましたが、 おうじが あまりに いっしょうけんめい たのむので、
はこんで あげることに しました。

「むこうの やねうらべやを みてごらん。
 そこで まずしい わかい ものかきが、 
 こどもたちのために おはなしを かいている。
 わたしの めから サファイアを とって、 
 あの わかものに とどけて くれないか。」

「むこうの やねうらべやを みてごらん。
 そこで まずしい わかい ものかきが、 
 こどもたちのために おはなしを かいている。
 わたしの めから サファイアを とって、 
 あの わかものに とどけて くれないか。」

よくあさ、 つばめは おうじに わかれの あいさつを しました。
「きょうこそ、 ぼくは みなみの くにへ たびたちます。 
 おうじさま、 さようなら。」

よくあさ、 つばめは おうじに わかれの あいさつを しました。
「きょうこそ、 ぼくは みなみの くにへ たびたちます。 
 おうじさま、 さようなら。」

しかし おうじは いいました。
「あの マッチうりの おんなのこを みてごらん。
 かわいそうに、 
 きょうも マッチが うれなくて ないているんだよ。
 これが さいごの おねがいだから、 
 もう かたほうの わたしの めの サファイアを 
 とどけてくれないか。」

しかし おうじは いいました。
「あの マッチうりの おんなのこを みてごらん。
 かわいそうに、 
 きょうも マッチが うれなくて ないているんだよ。
 これが さいごの おねがいだから、 
 もう かたほうの わたしの めの サファイアを 
 とどけてくれないか。」

もどってきた つばめに、 
おうじは いいました。
「つばめくん、
 たくさんの ねがいを 
 きいて くれて ありがとう。
 あしたは みなみの くにへ 
 かえってください。」

もどってきた つばめに、 
おうじは いいました。
「つばめくん、
 たくさんの ねがいを 
 きいて くれて ありがとう。
 あしたは みなみの くにへ 
 かえってください。」


